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車
両
を
増
や
し
、

ホ
ー
ム
の
改
善
に
も
取
り
組
む

ガ
ラ
ス
窓
越
し
に
風
景
が
流
れ
て
い
く
。
ま
る
で

パ
ノ
ラ
マ
カ
ー
の
よ
う
だ
。
車
両
内
部
に
は
段
差

が
な
く
、
通
路
も
広
い
。
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
の

さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
、〝
エ

ル
パ
ー
サ
ー
〞と
い
う
呼
称
の
車
掌
が
同
乗
し
て

い
る
。

熊
本
市
で
日
本
初
の
低
床
電
車
が
1
編
成

走
行
し
は
じ
め
た
の
は
1
9
9
7
年
の
こ
と
。
導

入
の
き
っ
か
け
は
、
交
通
局
職
員
や
市
民
運
動

家
が
1
9
9
0
年
に
行
わ
れ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
視
察

で
、
人
に
や
さ
し
く
、
温
暖
化
防
止
と
交
通
渋

滞
解
消
に
も
役
立
つ
低
床
電
車
を
目
の
当
た
り

に
し
た
こ
と
で
あ
る
。

客
室
の
床
面
の
高
さ
は
レ
ー
ル
面
か
ら
36
セ

ン
チ
、
出
入
口
は
レ
ー
ル
面
か
ら
の
高
さ
が
30

セ
ン
チ
。
2
車
両
連
結
で
、
台
車
は
各
車
体
に

1
つ
。
車
両
は
ド
イ
ツ
の
A
D
ト
ラ
ン
ツ
社
が
開
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熊
本
市

日
本
で
は
じ
め
て

低
床
路
面
電
車
を
導
入

日本初の低床電車は数十分間隔で運行されている

車イスの人が手を伸ばせば届く位置に付けられた降車ボタン

上げれば車イススペースになる可動式ベンチ

扉や手すりに黄色が使われているのは弱視者への配慮

発
し
た
も
の
を
日
本
向
け
に
設
計
変
更
し
た
。

製
作
費
用
は
約
2
億
1
4
0
0
万
円
。

導
入
後
の
反
響
は
大
き
く
、
運
行
後
4
カ
月

間
で
、約
1
0
0
の
自
治
体
、各
種
団
体
、他
の
交

通
事
業
者
な
ど
1
0
0
0
人
以
上
が
視
察
に
訪

れ
た
。
現
在
、5
編
成
が
運
行
中
だ
が
、
増
車

も
計
画
さ
れ
て
い
る
。
電
停
は
全
部
で
35
あ
る

が
、
車
イ
ス
を
利
用
で
き
る
電
停
は
13
し
か
な

い
の
で
、
幅
員
の
拡
大
、
ス
ロ
ー
プ
勾
配
を
よ
り

緩
や
か
に
す
る
こ
と
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い

く
方
向
だ
。

市
電
利
用
ピ
ー
ク
時
の
1
9
6
3
年
に
は
年

間
約
4
2
5
0
万
人
の
利
用
客
が
あ
っ
た
が
、

そ
の
数
は
減
少
し
続
け
、1
9
8
9
年
に
は
約
8

8
0
万
人
に
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
そ
れ
が
こ
こ

に
き
て
、約
1
0
8
0
万
人
に
ま
で
増
え
て
い
る
。

こ
れ
も
、
低
床
電
車
の
効
果
と
い
え
る
。

「
日
本
で
最
初
に
導
入
す
る
と
い
う
リ
ス
ク

を
負
っ
た
だ
け
の
価
値
は
あ
る
」
と
、
市
交
通

局
の
電
車
課
長
は
胸
を
張
る
。

全
国
路
面
電
車
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

熊
本
市
で
は
、「
都
市
交
通
新
世
紀
―
交
通
が

変
わ
れ
ば
街
が
変
わ
る
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
今

年
10
月
、
全
国
路
面
電
車
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催
さ

れ
る
。
路
面
電
車
サ
ミ
ッ
ト
は
、
1
9
9
3
年
に

札
幌
市
で
開
催
さ
れ
て
以
来
、
広
島
、
岡
山
、

豊
橋
の
各
都
市
で
開
か
れ
、
熊
本
は
５
番
目
の

開
催
と
な
る
。
熊
本
市
に
は
比
較
的
恵
ま
れ
た

公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
残
っ
て
お
り
、
そ
れ
ら

の
改
良
・
進
化
に
よ
っ
て
、
21
世
紀
の
都
市
交
通

体
系
の
モ
デ
ル
と
な
る
潜
在
力
を
秘
め
て
い
る
。

主
催
は
都
市
交
通
会
議
で
、
広
範
な
市
民
団

体
の
連
携
に
よ
り
、
市
民
が
主
体
と
な
っ
て
開

催
さ
れ
る
。
構
成
メ
ン
バ
ー
は
都
市
交
通
会
議
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
デ
ザ
イ
ン
研
究
会
、
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
熊
本
、
環
境
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
熊
本
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
地
球
村
」
く
ま
も
と
、（
財
）熊

本
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー
、
熊
本
商
工
会
議
所
、

熊
本
市
交
通
局
な
ど
。

同
サ
ミ
ッ
ト
は
、
事
業
計
画
書
に
よ
れ
ば
、「
欧

米
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
、
路
面
電
車
を
核
と
し

な
が
ら
バ
ス
や
自
転
車
、
徒
歩
、
場
合
に
よ
っ
て

は
マ
イ
カ
ー
と
も
組
み
合
わ
せ
た
総
合
的
な
交

通
体
系
は
、
利
便
性
に
も
配
慮
し
な
が
ら
、
人

と
環
境
へ
の
や
さ
し
さ
、
建
設
・
運
営
コ
ス
ト
の

安
さ
も
実
現
で
き
る
手
法
で
、
現
時
点
で
ひ
と

つ
の
理
想
的
な
形
と
言
え
よ
う
。（
中
略
）都
市

交
通
に
関
心
を
も
つ
個
人
・
団
体
の
参
加
を
募

り
、
欧
米
の
学
識
者
を
交
え
て
、
よ
り
良
い
都

市
交
通
体
系
と
、
そ
の
基
幹
シ
ス
テ
ム
と
し
て

の
路
面
電
車
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
」
を
目
的
と

し
て
い
る
。

会
期
は
2
0
0
1
年
10
月
24
〜
28
日
。
会
場

は
熊
本
市
国
際
交
流
会
館
。
外
国
人
講
師
に

よ
る
講
演（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
２
名
、
ア
メ
リ
カ
か

ら
１
名
）や
討
論
会
、
交
流
会
、
本
会
議（
先
進

事
例
報
告
、
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
な
ど
）を
実
施
。
期

間
中
、
会
場
及
び
近
隣
地
区
で
低
公
害
車
等
の

展
示
や
パ
ネ
ル
展
な
ど
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

●
問
い
合
わ
せ
先

都
市
交
通
会
議
事
務
局

〒
８
６
０-

８
５
５
５
熊
本
市
黒
髪
２-

40-

１

熊
本
大
学
教
育
学
部
鳥
飼
研
究
室
内

熊本市電の新型低床電車についてのアンケート調査（低床電車内での聞き取り調査） 
調査・分析　バリアフリーデザイン研究会 調査データ総数 803「バリアフリー研究会1997年度活動報告書」 
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水
俣
市

負
の
遺
産
を
プ
ラ
ス
に
転
じ
る

「
国
際
環
境
学
習
都
市
」

市
は
自
ら
の
貴
重
な
経
験
を
国
内
外
に
発
信

す
る
一
環
と
し
て
、
環
境
学
習
旅
行
の
誘
致
に

力
を
注
い
で
い
る
。

水
俣
病
資
料
館
で
は
1
9
9
4
年
、
患
者
に

貴
重
な
体
験
を
話
し
て
も
ら
い
、
水
俣
病
に
対

す
る
正
し
い
認
識
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
の「
語

り
部
制
度
」
を
設
け
た
。
ま
た
バ
ス
に
乗
り
込

み
な
が
ら
、
水
俣
の
過
去
と
現
在
を
説
明
し
て

く
れ
る
25
名
の
水
俣
案
内
人（
市
民
の
ガ
イ
ド

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
）も
活
動
し
て
い
る
。

同
館
を
訪
れ
る
学
生
・
生
徒
は
年
々
増
え
て

お
り
、
環
境
学
習
を
目
的
と
し
て
、
教
育
旅
行

で
同
市
を
訪
れ
た
小
中
学
生
は
年
間
2
0
0

校
、
1
6
0
0
人
に
の
ぼ
る（
2
0
0
0
年
度
）。

と
り
が
協
力
し
て
水
俣
の
未
来
づ
く
り
に
役
立

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
い
つ
か

き
っ
と
緑
が
い
っ
ぱ
い
の
町
が
こ
の
水
俣
に
、
お

と
ず
れ
る
日
が
く
る
よ
う
に
、
私
は
努
力
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」

こ
の
よ
う
な
小
学
生
の
作
文
か
ら
も
、
市
民

の
環
境
意
識
の
高
さ
が
う
か
が
わ
れ
る
。

環
境
学
習
旅
行
を
積
極
的
に
誘
致

同
市
に
チ
ッ
ソ
の
前
身
で
あ
る
カ
ー
バ
イ
ト
工
場

が
で
き
た
の
は
1
9
0
8
年
の
こ
と
で
あ
る
。
以

来
、
同
市
は
工
業
都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
た

が
、
そ
の
過
程
で
水
俣
病
と
い
う
世
界
に
類
を

み
な
い
公
害
病
が
発
生
し
、
住
民
の
健
康
や
自

然
環
境
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な

る
。
水
俣
病
患
者
や
漁
業
者
と
チ
ッ
ソ
関
係
者

と
の
軋
轢
や
紛
争
は
後
を
絶
た
な
か
っ
た
。
そ

の
よ
う
な
状
況
を
経
て
、
和
解
が
成
立
し
た
の

は
1
9
9
6
年
の
こ
と
で
あ
る（
関
西
で
係
争
中

の
人
は
除
く
）。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で

市
総
合
計
画
を
立
案

水
俣
市
は
多
く
の
市
民
の
協
力
を
得
て
、「
第
3

次
市
総
合
計
画（
1
9
9
6
年
〜
2
0
0
5
年
）」

を
ま
と
め
た
。
コ
ン
サ
ル
会
社
に
頼
ら
ず
に
、
手

作
り
に
よ
る
温
も
り
の
あ
る
総
合
計
画
の
立
案

は
当
時
と
し
て
は
画
期
的
で
あ
る
。

主
体
は
あ
く
ま
で
住
民
で
あ
り
、
行
政
は

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
専
門
家
は
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
三
者
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
進
め
る
総
合
計
画
づ
く
り

そ
れ
自
体
が
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

総
合
計
画
書
に
は
、
こ
の
種
の
計
画
書
と
し

て
は
き
わ
め
て
め
ず
ら
し
く
、
市
民
各
層
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
論
文
や
作
文
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

「
私
は
も
う
少
し
だ
け
、
緑
が
ほ
し
い
で
す
。

そ
こ
で
私
た
ち
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
運
動
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。〝
自
然
を
守
っ
て
や

り
た
い
〞こ
の
願
い
を
か
な
え
る
に
は
、
1
人
ひ

者
専
用
道
路
と
し
て
整
備
し
た
全
長
13
km
の
市

道
〝
日
本
一
長
い
運
動
場
〞が
あ
り
、
市
民
の
通

勤
、
通
学
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は

要
所
要
所
に
休
憩
所
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
ジ

ョ
ギ
ン
グ
や
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む
市
民
も

少
な
く
な
い
。

市
は
現
在
35
台
あ
る
公
用
自
転
車
を
今
年

中
に
1
0
0
台
に
増
や
す
予
定
。
こ
の
公
用
自

転
車
は
、「
環
境
自
治
体
会
議
」
等
各
種
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
時
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
と
は

別
に
、
市
内
3
カ
所
に
計
39
台
の
レ
ン
タ
サ
イ
ク

ル
を
配
置
し
て
い
る
。

市
街
地
が
1.5
km
四
方
の
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
な

の
で
、
自
転
車
が
あ
れ
ば
、
市
の
主
要
な
施
設

な
ら
ど
こ
に
で
も
行
く
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
問
題
と
な
る
の
は
ハ
ー
ド
面
で
あ
る
。
幹
線

道
路
は
車
の
通
行
量
が
多
い
の
で
歩
道
を
走
ら

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

自
転
車
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
で
は
、
ソ
フ

ト
面
の
整
備
を
重
視
し
て
お
り
、「
細
街
路
な
ど

を
利
用
し
た
自
転
車
ル
ー
ト
の
設
定
」
を
検
討

し
て
い
る
。
3
月
に
開
催
さ
れ
た〝
自
転
車
の
ま

ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
〞で
は
、
会
場
か
ら

「
夫
の
転
勤
で
来
て
、
裏
道（
路
地
）を
自
転
車

で
ま
わ
り
水
俣
の
良
さ
を
発
見
し
た
。
友
人
が

水
俣
に
来
た
ら
ぜ
ひ
見
て
回
り
た
い
」
と
の
発

言
も
聞
か
れ
た
。
基
礎
自
治
体
の
努
力
だ
け
で

は
ど
う
に
も
な
ら
な
い
が
、
自
転
車
道
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
化
が
急
が
れ
る
。

お
よ
び
市
職
員
か
ら
な
る
20
名（
任
期
2
年
）の

自
転
車
の
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査（
対
象
市
民
1
0
0
0
人
）、
タ
ウ
ン
ウ
オ
ッ

チ
ン
グ
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会
、
講
演
会
の
開
催
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
マ
ッ
プ
の
作
製
な
ど
を
通
じ
て
、

自
転
車
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
模
索
し
、

そ
の
成
果
を
も
と
に
1
9
9
9
年
、「
自
転
車
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
に
関
す
る
提
言
書
」
を
ま
と

め
た
。

ド
イ
ツ
に
は
、「
ト
ラ
ッ
ク
1
台
の
薬
よ
り
1

台
の
自
転
車
」
と
い
う
こ
と
わ
ざ
が
あ
る
よ
う

に
、
自
転
車
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
市
民
の
健
康
づ

く
り
に
も
大
き
く
貢
献
す
る
と
い
う
側
面
が
あ

る
。
旧
国
鉄
山
野
線
の
跡
地
を
自
転
車
・
歩
行

「
体
験
型
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
提
供
す

る
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
民
間
団
体
の〝
水
俣
教

育
旅
行
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
〞で
は
、
心
と
か
ら
だ
で

水
俣
を
感
じ
て
も
ら
え
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り

を
め
ざ
し
て
い
る
。

自
転
車
を
活
用
し
た
ま
ち
づ
く
り

総
合
計
画
で
は
、「
車
中
心
の
社
会
か
ら
、
自
転

車
や
歩
行
者
を
主
体
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
と
と
も
に
、
市
民
の
自
転
車
利
用
を
促
進

す
る
」こ
と
を
示
し
、
自
転
車
を
活
用
し
た
ま

ち
づ
く
り
に
注
力
し
て
い
る
。

市
議
、
交
通
指
導
員
、
事
業
所
、
各
種
団
体
、

学
校
関
係
、
J
R
な
ど
の
代
表
者
と
公
募
市
民

水俣病の犠牲になった人々への慰霊・鎮魂のためにつくられたモニュメント「水俣メモリアル」

全長13kmの市道“日本一長い運動場”はサイクリングやジョギングなどに利用されている

水俣病に関する写真やパネル等が展示されている「水俣市立水俣病資料館」

水俣川の水質も改善され、つつじの花が彩る川縁は親水空間となっている
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小
国
町

交
通
と
情
報
の
2
つ
の

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
交
流
人
口
が
倍
増

U
・
I
・
J
タ
ー
ン
を
考
え
て
い
る
人
へ
の
相
談

窓
口
に
も
な
っ
て
お
り
、
就
職
や
住
居
の
情
報

提
供
な
ど
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
相
談

件
数
は
年
間
約
1
0
0
件
で
、
こ
れ
ま
で
に
20

世
帯
が
同
町
に
移
り
住
ん
で
い
る
。

総
人
口
は
微
減
だ
が
、
入
れ
込
み
客
数
は
1

9
8
8
年
の
約
49
万
人
か
ら
1
9
9
9
年
に
は

約
95
万
人
と
大
幅
増
。
こ
れ
に
は
、マ
ウ
ン
テ
ン

バ
イ
ク
ジ
ャ
パ
ン
シ
リ
ー
ズ
開
幕
戦（
4
月
）の
誘

致
や
九
州
ツ
ー
リ
ズ
ム
大
学
の
開
催（
9
月
）な

ど
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
を
積
極
的
に
誘
致
し
て
い

る
こ
と
も
起
因
し
て
い
る
。

〝
ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
〞
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

等
の
維
持
費
を
差
し
引
い
て
も
、
年
間
1
5
0

0
万
円
の
黒
字
を
計
上
し
て
お
り
、
全
国
の
3

き
た
が
、〝
ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
〞
も
、
熊
本
県
出

身
の
建
築
デ
ザ
イ
ナ
ー
葉
祥
栄
氏
の
提
案
に
よ

り
、
木
造
立
体
ト
ラ
ス
ト
工
法（
建
築
法
規
上
む

ず
か
し
い
と
さ
れ
て
き
た
木
造
に
よ
る
大
型
建

築
物
の
建
設
を
可
能
に
し
た
工
法
）で
建
造
さ

れ
た
。
葉
氏
は〝
ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
〞〝
林
業
総

合
セ
ン
タ
ー
〞
〝
小
国
ド
ー
ム
〞
な
ど
、
同
町
の

一
連
の
建
築
物
で
1
9
8
9
年
日
本
建
築
学
会

賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

国
道
2
1
2
号
線
と
4
4
2
号
線
が
交
差
す

る
道
路
交
通
の
要
衝
で
あ
る〝
ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
〞は
、
道
の
駅
の
指
定（
国
土
交
通
省
道
路
局

登
録
第
4
3
0
0
1
号
）も
受
け
て
お
り
、
年
間

約
20
万
人
の
利
用
者
が
あ
る
。

1
階
は
特
産
品
の
販
売
所
で
、
2
階
に
は
小

国
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
の
オ
フ
ィ
ス
が
置
か
れ
て
い

る
。
1
9
9
9
年
に
創
設
さ
れ
た
同
協
会
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を
ア
シ
ス
ト
す
る
同
町
の
総

合
案
内
機
関
。
一
般
的
な
観
光
協
会
と
異
な

り
、
一
見
観
光
と
は
縁
の
な
い
建
設
業
な
ど
の

地
元
企
業
も
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

田
舎
移
住
の
相
談
に
も
乗
る

ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会

阿
蘇
町
か
ら
路
線
バ
ス
で
約
1
時
間
。
折
り

重
な
る
青
々
と
し
た
稜
線
を
ぼ
ん
や
り
と
眺

め
て
い
る
と
、
バ
ス
は
鉄
道
駅
跡
地
に
建
て
ら

れ
た
木
造
の
タ
ー
ミ
ナ
ル
に
横
付
け
さ
れ
た
。

小
国
町
は
大
分
県
境
に
位
置
す
る
林
業
の
ま

ち
で
あ
る
。

国
鉄
民
営
化
に
と
も
な
い
全
国
の
赤
字
路
線

の
多
く
は
廃
止
さ
れ
た
が
、
旧
国
鉄
宮
原
線
も

そ
の
よ
う
な
赤
字
路
線
の
1
つ
だ
。
沿
線
自
治

体
が
連
合
し
て
第
3
セ
ク
タ
ー
方
式
で
運
行
す

る
選
択
肢
も
残
さ
れ
て
い
た
が
、
通
勤
・
通
学

者
が
少
な
い
こ
と
な
ど
を
理
由
に
結
局
、
1
9

8
4
年
全
線
廃
止
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

国
か
ら
の
転
換
交
付
金
1
億
3
5
0
万
円
で

建
造
さ
れ
た
の
が
、〝
ゆ
う
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
〞と
名

付
け
ら
れ
た
バ
ス
タ
ー
ミ
ナ
ル
で
あ
る
。
町
で

は
特
産
の
小
国
杉
を
地
域
デ
ザ
イ
ン
の
テ
ー
マ
と

し
て
、
公
共
施
設
を
中
心
に
木
造
化
を
進
め
て

F
M
局
は
農
協
な
ど
6
団
体
が
出
資
し
て
第

3
セ
ク
タ
ー
と
し
て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
1
日

２
時
間
番
組
を
3
回
、
計
6
時
間
の
生
放
送
を

し
て
い
る
。
住
民
参
加
型
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」も
結
成
さ
れ
て
お
り
、
町

民
も
積
極
的
に
番
組
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
る
。

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
は
主
婦
、高
校
生
、農
業
、

林
業
と
さ
ま
ざ
ま
な
職
業
、
年
齢
の
人
た
ち
が

集
ま
っ
て
、
開
局
前
に
ア
ナ
ウ
ン
ス
講
座
や
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
講
座
を
受
講
し
、
番
組
づ
く
り
を
支

え
て
い
る
。

以
前
か
ら
、
町
の
広
報
紙
を
録
音
し
て
、〝
声

の
広
報
〞と
し
て
、
視
覚
障
害
者
に
届
け
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、い
ま
も
そ
の
活

動
は
続
け
て
い
る
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
が
そ
の

テ
ー
プ
を
編
集
し
週
に
１
回
放
送
し
て
い
る
。

住
民
、
企
業
、
市
民
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
つ
く

る
こ
の
よ
う
な
メ
デ
ィ
ア
は
、
参
加
の
デ
ザ
イ
ン
と

い
う
意
味
で
結
果
と
し
て
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

同
町
が
こ
の
よ
う
な
ユ
ニ
ー
ク
な
企
画
を

次
々
と
打
ち
出
せ
る
の
は
、
町
長
が
企
画
班
の

課
長
を
兼
ね
る
こ
と
で
、
新
し
い
取
り
組
み
に

着
手
し
や
す
い
組
織
構
造
に
な
っ
て
い
る
か
ら

で
あ
る
。

10
年
以
上
異
動
が
な
い
と
い
う
企
画
班
広
報

係
長
の
名
刺
の
裏
に
は〝76.5G

reen
P
ocket

〞

と
F
M
放
送
局
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク
が
入
っ
て
い
る
。

F
M
担
当
で
あ
る
彼
の
直
属
の
課
長
は
町
長

で
、
10
年
以
上
異
動
が
な
い
。

全
国
初
の
試
み
で
あ
る
。
創
設
費
用
約
３
億
７

３
４
0
万
円（
防
災
行
政
無
線
も
含
む
）の
う
ち
、

農
水
省
の
農
村
総
合
整
備
事
業（
緊
急
防
災
型
）

の
適
用
を
受
け
、
２
分
の
１
が
補
助
さ
れ
た
。

緊
急
時
に
ラ
ジ
オ
の
ス
イ
ッ
チ
を
自
動
的
に

入
れ
る
装
置（
E
W
S
）や
、
文
字
多
重
放
送
な

ど
を
使
っ
て
、
災
害
情
報
や
気
象
情
報
な
ど
、

防
災
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
き
め
細
か
な
情
報
発
信

を
行
う
。
緊
急
災
害
時
を
想
定
し
て
、
サ
テ
ラ

イ
ト
放
送
局
と
し
て
の
機
能
を
完
備
し
た
中
継

車
も
配
備
し
、
災
害
時
だ
け
で
な
く
、
通
常
の

番
組
放
送
や
イ
ベ
ン
ト
中
継
な
ど
に
も
活
用
。

役
場
庁
舎
内
に
は
非
常
用
電
源
装
置
を
設
置

す
る
こ
と
で
、
災
害
に
よ
る
停
電
に
も
対
処
し

て
い
る
。

セ
ク
事
業
が
疲
弊
し
て
い
る
な
か
、
黒
字
運
営

と
い
う
の
は
稀
有
の
例
で
あ
る
。

住
民
参
加
型
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

F
M
放
送
を
開
局

筑
後
川
か
ら
の
柔
ら
か
い
風
が
心
地
よ
い
。
川

沿
い
に
は
、
鮎
な
ど
の
川
魚
を
メ
ニ
ュ
ー
に
載
せ

て
い
る
飲
食
店
が
点
在
す
る
。
町
役
場
は
そ
の

よ
う
な
飲
食
店
が
並
ぶ
通
り
に
あ
っ
た
。

役
場
の
1
階
に
は
、
1
9
9
8
年
に
開
局
し

た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
局
が
置
か
れ
て
お
り
、
全
面

ガ
ラ
ス
張
り
の
窓
か
ら
は
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
マ

イ
ク
に
向
か
う
様
が
見
え
る
。

同
町
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
F
M
放
送
は
、
防
災
行

政
無
線
と
ド
ッ
キ
ン
グ
さ
せ
た
と
い
う
意
味
で

廃線になった駅舎の跡地に建つ“ゆうステーション”

人・情報・物産の交流センター“ゆうステーション”の内部

役場庁舎の1階に置かれたコミュニティFM局

日本初の木造トラスト工法で造られた小国ドーム


